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立山・剣岳シリーズ  タイトル「称名滝の四季」 

 

称名滝への開通は、例年

４月の最終の日曜日で

す。早速、「大日岳」へ出

かけました。しかし、こ

のシーズンは「称名滝」

への開門が遅いので、山

へ行くのにはちょっぴり

大変ですなのです。辺り

にはまだまだ雪がたくさ

んあります。 

 

誰もいない道・・・雪

渓・・・を登ると、いるの

は「かもしか」くんだけだ

った。・・・・もの珍しそ

うに見つめる。 

多分、ここでは、こちらが

「闖入者」なのだろう。 

 

しかし、なんともりっぱ

な「タテガミ」・・・・

このようなりっぱな「カ

モシカ」は初めて見まし

た。・・・・やがて、悠

然と去っていきました。  

称名坂を登ると、称名滝の

全容が見えます・・・しか

し、肝心の「本滝」は見え

ませんが。隣の「ハンノキ

滝」、落差約 500m、渇水期

がなければ正真正銘、「日

本一の」なのです。上方は

「弘法」周辺になります。 

 

夏になれば賑わう、「レ

ストハウス称名」、なん

と、有名な「仙人池ヒュ

ッテ」のおばちゃんの息

子さんが経営しておられ

ます。正面には早くも

「氷」看板が見えます。 

 

夏とは言え、まだまだちら

ほら雪渓が見えます。 

日のあたる時間が短いの

で、なかなか雪渓は解けな

いのです。 

 

もう一度、称名坂へ登る

と、まだまだ雪渓がたく

さんあるのがわかりま

す。 

 

旧立山道の「滝見台」、こ

の展望台は、明治天皇陛下

が立山来られたときに、称

名滝」をご高覧のために特

別に作られました。バスは

停車しませんので、「美女

平」から弘法」まで歩いて

行くしかありません。 



 

 

滝の近くへ寄ると、こん

なにびっしり雪渓があり

ます。まだまだ雪が多く

て、自由に歩くことがで

きます。 

・・・しかし、水量が多

いので、落ちないよう

に??注意しましよう。 
 

最近は、しっかりとした

「滝見台」ができたので、

とても安心です。 

・・・新緑の「称名滝」も

なかなかいいものです。 

 

陽気がよい日は、いつも

このように「虹」を見る

ことができます。お昼ご

ろの暖かい日がよいでし

ょう。  

ここは、「高原バス」が止

まって、観光客に見せてく

れるポイント、「展望台」

です。いかに、迫力が違う

かわかるでしょう。 

 

こんなに、りっぱに見え

る「滝見台」は、やはり

他にはないでしよう。 

 

初秋に「弘法」から八郎坂

を降りて、秋の称名滝を眺

めました。 

すばらしいポイントがたく

さんあるのですが、まだち

ょっぴり紅葉が早いようで

す。・・・・ 

 

・・・・日が落ちると、

瞬く間に、暗くなるのが

「称名滝」で

す。・・・・「レストラン

称名」についた頃には真

っ暗になってしまいまし

た。・・・・ 

 

「厳冬期の称名滝」の写真を

紹介します。暖冬の１２月

に、スキーで訪ずれることが

できました。ここまで歩くと

結構つらいものがあります。

このときの写真は、「展望

台」のない時なので、撮影は

かなり困難で、貴重な写真だ

と思います。写真の手前の

「くま笹」がある周辺が、現

在の「滝見台」なのです。 

 

暮れるのが早い「幽

谷」、称名滝は「つるべ

落とし」のように日が暮

れるのが早い。「八郎

坂」の途中、もう日が落

ちてしまいました。 

 

「厳冬期の称名滝の滝壺」

です。この青白く「不気味

な色」が、これから訪れる

「厳しい氷と雪に囲まれ

た」世界を想像させてくれ

ます。 


